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アルムファッダリーヤート試訳

(91)アーミル・アルムハーリビー・アルハサフィー

迂 向 -ぷ夕し

池 田 修＊

まえがき

この人物はムハー リブ (Mubarib)族の一員で、アーミルという名の男であるが、

詳しい血筋は分かっていない。この詩は No.90のアルフサインに対する 、

リブ族の詩人であるアーミルの返答である。

ムハーリプの祖はハサファ ・プヌ ・カイス ・プヌ ・アイラーン（凶1a$afab. Qays b. 

0Aylan)とされているが、詳しい清報はほとんど伝えられていない。

彼らはタイイ族とハワージン族のあいだの上アルカンーム (al-QasTm)地方のサル

マー山に仕んでいた。この詩の背景を理解するためには、No.12および No.90の

詩が参考になる a この詩では、戦いに誘いながら、和解しよ うとするズプヤーン族

を非難し、自部族の栄光を誇り 、最後の所でアルフサインを中似 し、 脅迫している。

アルフサインの詩の内容と矛后している点が注目される。タウィール瀾、29行。
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(91)訳

l-iftが（私の）占状をサアド ・プヌ ・ヌアマーンと（聡大な王のように）

巻いているサアド ・プヌ ・ズプヤーンに届けてくれるか1)。

ターバンを

2 — すなわち 、 ズプヤーン族の一文族に（）再けてくれるか） 。 佃故なら 2) 、 彼らの意見は
的外れで、我らの鼻にアロエとシュプルムの苦汁を入れたからである。

3ーお前たちは不当にも我らに戦争を課し、やがて、半態が混迷すると和解へと傾いた。

4ーお前たちが分別をわきまえずプドウ洒を飲む とき、我らは個席しない。神に菩って、

凶連の飲み物であることよ。

5 — 我らはお雨たちのプ本の旗を、 足が逹者な野生のカモシカの了·が滑り落ちて、粉々

1)サアド ・プヌ ・ヌアマーン (Sがdb.Nu'man)という人物のIill統は不明であるが、サアド ・プヌ ・

ズプヤーン (Sa'db. Q.hubyiin ) はサフム 、 シルマ両家の祖先にあたる 。 アラプはイカール (•iqal )

とよばれる綸で頸巾を押さえているが、有力者は祭式などでターパンを巻いている。

2)ズプヤーンの子らの二支族とは、対立したサフム、シルマ両家のことであろう。w_ubrum はタ

カトウダイ科の植物。
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になるような山頂に立てたのでもない3)0 

6 — また、我らは1盆路に伏兵をおいて、“もっとも慎盃な者があの騎 1-: を 射よ”と命じた

のでもない。

7 — 今 日 より前に死んでおればよかった 、 という日が人には何と多くあることか。 だが 、

我らはそれがたとえ大難の日であっても、心を引き締めて対応する。

＆ 我らはそれに備えて、バヌー ・ズフルと我らの民バヌー ・アーミルをまねいたが4)、

太陽が昇るのが見えなかった。

9ールジャイジュの戦いの日 5)、我 らは開l、タイイの軍勢を製った。肖の長い駿足の馬が

槍を立てて進撃した。

10ー我 らは彼らの頑を固い岩に次々と凪ぎ飛ばし、そのため、ピザンツ鉄の剣はぎざぎ

ざに刃毀れした。

l卜 我らはお腹が細い馬の体を、危険な楊所で1ll1げて、（敵の）負傷した（動けない）勇

トの攻撃から身をかわした。

立 我らは、ひるむ馬に鞭を当て嫌気をとき 、目をそむけるような戦坦へと 、まっ しぐ

らに前進させた。

13ーサアラバよ 、お前が我らに主張する、縦糸と横糸で固く結ばれた契約に届づく同盟

の替いが無かったならば（我らはお前たちと争っていただろう） 6）。

14-乳が枯れた雌ラクダがフワーナ丘の両側面で7)、1財駄馬のたてがみのように密生し、

長く伸びた濃緑色の草を見つけた。

15-我らの祖先は彼らの造産として、人々の襟識となる栄光の柱を我らに残してくれた。

枷我らは、我 らのもとで成熟した大樹の根元に固いつながりを持ち、アードの時代か

ら今 日までの功紹は多大である8)。

17-彼らの一人は栄光の館を建てて、我 らの住まいとしてくれたが、それは底くそびえ、

|：り階段がつけられている9)。

18-これらがわが部族である。災難にあったものが彼らのitまいにいつの 日か避難して
米れば、彼らは決して粗略に扱わないであろ う。

19ー戦いの先駆者が山上にのろしをあげるとき 、彼 らの中にはなんと多くの恐るべき首

領らが控えている ことか。

20ー我 らには確固たる力が備わっており 、それによって敵の恥を打って麻めるが、我ら

の恥への打繋はその力で断固はねつける 10)。

2卜 彼らは大地を堅固にし、不動のものとする。もし、彼らがいなかったら大地の上の、

3)この行は 「我らとお1iijたち両者は、はるかに離れているのではなく、交じり合って住んでいる」

の意。

4)バヌー ・ズフル (BanuZuhl)はムハーリプの支族、バヌー ・アーミルの1肌統は不明。

5)ヤウム ・ルジャイジュ (YawmRujayj)。この戦いはよく分からないが、ムハーリプがタイイを

破り 、見せしめの懲間を加えたことになっている。

6)サアラバ ・プヌ ・サアド (No.90の注7)参照）との同盟があったので争う余地がなかった、と

恩沿せがましいことを言っている。なお、 suddaはタイイの方言で suddiya「繊物に縦糸をかけ

る、恩恵をさずける」のこと。

7)プワーナ (buwana)はムハーリプ領の丘陵地で紛争地とは離れており、平穏に家畜に牧在を食

べさせられる、と言ったもの。

8)血統が占代より連綿とつながっている、と言っている。

9)部族の栄光、功紹を建物にたとえたもの。

10)この一行は 22行の次に岡くのが順当と思われる。
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明瞭な話 し手（アラブ）も、不明瞭な話 し手（非アラプ）も散りぢりに投げ出され

る。

22-彼らはあらゆる地で部族を支え、その弁士は人々を沈黙させる。

23ー我らの弁士は 9ヽ．つて、とうとうと語るが、（敵方）弁士は心桶ゆえか、舌足らずで、

言うべきことも忘れさせられる。

24-我らは一群の星である。一つの星が沈むと 、埃に遮られない次の輝かしい星が現れ

る。

25ーライオンのように猛々しい悪が天を暗くするとき、我らの星群0)なかから、輝く星

が現れ、他の星がその周りに集まる。

26-私に情報を求める者よ、お前が我らが戦う日について尋ねたのは、ただ、それを知

りたかっただけのこと。

27-我らが結んだ契約はいかなる者も解くことが出来ない。 しかし、我らはどのような

固い彼らとの契約でも破棄する。

28ーフサイ ンは彼の娘たちにヒジャーズで（自慢の）歌を聞かせているが、誇るどころ

か自らをあざけるのみだ。

29-tごが、我 らは雄ヤギのIi]暴さを届］等の反繋で癒す。我らは雄ヤギの尻を血で油らす
まで打ち付ける 11)0 

11)族長を雄ヤギとする例は良く見られるが、中低、軽蔑の意味が込められている。
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ー (92)アッサッファーフ・ブヌ・ブカイル・

ブヌ・マアダーン・アルヤルブーイー ＿

ぬ邸叫るJ.吝六心.J1

この詩人の血筋は不明で、名前も表記以上のことは分からない。

この詩は二種が伝えられている。翻訳に当たっては、カイロ版に従い、 92-1およ

び 92-2に分けて訳したが、両者には、同じか、類似の行が見られる。

これはサアラバ ・プヌ ・ヤルプーウの族長ヤフヤー ・プヌ ・シャッダード (YalJya

b．泣addad)に捧げた哀悼詩である。ヤフヤーはカリフ、アプ ド・アッラー ・ブヌ ・

アッズバイルによってイラクの総督に任命されたカリフの兄弟ムスアプ (MusCab)

の部下であった。

アッズバイルは AD683-692年のあいだカリフと称していた。

彼の兄弟ムスアプは最強の武人と して名をはせていた。当時、ダマスクスによる

ウマイヤ朝のカリフにはマルワーン家のアプド ・アルマリクがついていたが、彼が

最初に直面したのは、イ ラクにおけるウマイヤ政権の権）」の再構築であった。

他方、ムスアプはアリー党を率いるムフタールの反杭に手を焼きながらかろうじ

てこれに勝ったが、自軍の弱体化は避けられなかった。加えて、ハーリジュ派の反

抗にも悩まされていた。

アブド ・アルマリクは 6年以上かけてシリヤの敵を押さえて権））を固めると 、い

よいよ、ムスアプ討伐に乗り出し、バグダードからそう遠くないカトリックの修道

院 (Dayral-Ja止aliq)を拠点とした。ここで、アプド ・アルマリクは数か月軍半行動

を控え、ムスアプの追随者らの離間工作を秘密裏に進め成功した。ムスアプ側の最

強軍団は、アルムハッラブ (al-Muhallab)という司令官に率いられてハーリジュ派

と対決するため遠くバスラにいた。ムスアプは主としてクーファを拠点としてここ

で徴蒻した兵とタミ ーム族を手元においていた。

アプド ・アルマリクは自軍の体制を十分に整えた上で、ムスアプを攻撃した。ム

スアプは主力であるタミ ーム族がアッタープ ・プヌ ・ワルカー (cAttabb. Warqa)に

率いられて逃亡し、わずかの手勢で攻撃に耐えなければならなくなった。彼に最後

まで従った手勢の中にこの詩で悼まれているヤフヤーが含まれており 、ムスアプと

ともに691年に処刑された。これを境にアプ ド・アルマリクはイラクに支配権を確立

し、翌年、メッカを長期包囲したアルハッジャージュによってアッズバイルは打劉

され、ダマスクスのカリフヘの反抗運動に終止符がうたれた。

この詩は以上のような歴史的事件を背漿にしてムスアブ処刑の直後に詠まれたも

のである。この詩はイスラーム精神によく染まった内容を持ち、これが希薄な本詩

集のイスラーム初期の詩と趣が少し異なる。サリーウ調、 (No.92-1) 13行。
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(92-1)訳

ト よく許したまう七とよく間き入れられるとりなしTが 、
したまえ 1)。

ウバイド ・アッラーの日は悲嘆にくれ互

なし‘o
3ー若い雌ラクダが（母ラクダに）

が彼女に呼びかけた。

4ーおお、隋士よ、君はいかなる騎士か。丑の仕まいは群がり寄る客に踏みつけられ、君

の腕ば惜しげもなく与えた。

5ー桔は善行を口にすれば、必ずこれを行い、春、生む貰重なラクダを次々と培り 、人々

に振舞った3)。

6ー彼は寛容さと沈；；；'tf-さを併せ持ち、加えて、

峡力を兼ね備えている。

1 彼は強襲するという言葉にたがわず強襲する。

が獲物に向かって突進するかのようである。

2-

ヤフヤーと彼の郎党を祝福

万なき後の彼女の眠りは恐怖にほかなら

あこがれるように、彼女は （大に） あこがれ、煎情

とぐろを解いて突進する森蛇のような攻

その姿は野獣がすむ渓谷でオオカミ

l)既に、この頃、ムハンマドが神のとりなし手、と門わわれているのはrI:Flされる。また sall目沼la

（祝福する）の後に預言者およびその家族以外の名の名がおかれているのは珍しい例である。

2) ウバイド ・アッラー ('Ubayd'All目h)の月とは、処刑されたヤフヤーの共の事。

3)ヤフヤーの気前の良さをほめている。
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それは平地に四か

12-

＆ 彼は胡桃の木で作った大きな椀に食べ物を盛って客に振舞った。

れた水槽の側面を思わすほどの人きな器であった。

9ー客たちは喉を十分うるおし、満腹してから、はじめて彼のテントから外に出た。

ぼ 活発な六才馬にまたがり、強烈に繰り出す槍をもつ傲然とした騎士が多くいたが、

IIー君はそのような勇者に立ち向かって追い返し、剣で痛烈な打撃を加えずには置かな

かった。

体、 誰が心を痛めないのであろうか。君の幼＋らが牧夫でもない省にゆだねられ、

私の心を痛める。

13ー神が人々をタビヘと呼び出されるように定めたもうた。神の命令を押し返すことはか

なわない4)0 

(92-2) テキスト（アフマド・ブヌ・ウバイド 'A~mad b. <Ubaydによる）
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(92-2)訳

ト 慈悲深き神とよく問き入れられるとりなし手が、

ぇ。

2-ムスアブの仲問が離反したとき、ヤフャーはムスアプに、サーウにはサーウで！）、す

なわち、完全に恩を返した。

ヤフヤーと彼の郎党を祝幅したま

4)この一行は一行19の次に配骰されるべきもの。

l ) サーウ（坪）は穀物の JI• 偵単位。
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3ーおお、首領よ、君はいかなる首領か。君の住ま いは群がり寄る客で踏みつけられ、

君の腕ば惜しげもなく与えた。

4ー君は善行を「lにすれば、必ずこれを行い、春、生むラクダを次々に屎り 、人々に振

舞った。

ふ彼を乗せて活発で頑強な六歳罵か五歳罵が戦争に駆け込む叫

6 君はその熙をナフサで治療した。やがて、冬になると煕の背の両側は、巧みな職人

が磨いた皮のように光沢に包まれる。

7ー一体、誰が心を痛めないのであろうか。君の幼ートニ人が牧夫でもない者にゆだねら

れ、私の心を痛める3)0

8 — すなわち 、 アプー ・ タルハまたはワーキドに二人の幼子をゆだねるとのことだが 4) 、
我らの知るところでは、それは、 二人の破滅につながる。

9ーウバイド ・アッラ ーの母は悲嘆にくれ、店なき後の彼女の眠りは恐怖にほかならな

い (92-1,2行目に同じ）。

10ー若い雌ラクダが（母ラクダに）あこがれるように、彼女は（夫に）あこがれ、慕情

が彼女に呼びかけた (92-1,3行 目に同じ）。

II — こ のように 、相続財産に含まれる彼の妻女やラクダなどは菓大な損失をうけて売り

払われた。

12ー客たちは喉を十分うるおし、満腹してから、はじめて彼のテントから外に出た (92-

1, 9行目に同じ）。

2)この馬は、ここではヤフヤーの馬となっているが、92-1,10行では敵の馬。

3) 〔校花者注：「幼りの形式を除けば 92-1,12行目に同じ。紗J-fは一般に bunayyであるが、この

持では珍しい，ubaynが使われ、その双数形 (92-2,7行）と規則複数形 (92-1,12行）が用いられ

ている。Laneの辞;t_Jp. 263aを参照。〕

4)ここで言われている両名はムスアプの兄弟と解説にあるが、彼にこのような名前1の兄弟は見当

たらない。
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ー (93)ダムラ・ブヌ・ダムラ・アンナフシャリー―

士ギlo~ よた

まえがき

本名ダムラ ・ブヌ ・ダムラ ・プヌ ・ジャーピル (Oamrab. Oamra b. Jabir)。この詩

人の元の名はシック（泣iqq)。イプン ・クタイバはシッカ (_S_hiqqa)としている。意

味は片割れ。

彼は背が低く 、醜悪この上ない男であった。ある日 、アルヒーラの宮殿をたずね

ると、王がこれを椰楡して“そちを見るよりもムアッドの餓鬼の話を聞く方がまし

だ’'と言った。すると彼は、

0inna r-rijala la tuzanu bi-mizanin, 0innama l-mar0u b戸a~辿arayhi, bi-caqlihi wa-lisanihi 

‘'男の値打ちは秤では測れません。人の値打ちは最も小さいもの二つによっており

ます。すなわち、 心と舌です。”

云々と答えた。王は感心して、“そちはダムラの子ダムラだろう。そちは父とそっく

りだ”と言った。それ以来、 池iqqは l)amrab. l)amraと呼ばれるようになった（『詩

と詩人たち』 p.405)。

このモはアンヌアマーン ・プヌ ・アルムンジルだとイプン ・クタ イバは述べてい

るが、アルムファッダルはアルムンジル ・プヌ ・マーイ ・アッサマーウ (554没）

としており、これが妥当なよ うである。

この伝説の王の言葉は父の片割れ、父そっくりというのを、 言女遊びでシックと

言ったものかも知れない。アラブは父と同じ名前を付ける習慣が無かったようであ

るが、後で牛まれるほどつける名前が少なくなって、やむをえず父の名を子につけ

ることもあったようである。

詩人が既したナフシャル（Nah§.hal)はタミーム系のダーリム (Darim)族の有力な

一家を成していた。木詩集 No.44の詩人、アルアスワド ・プヌ ・ヤアフルも同家に

屈していた。

ダムラは戦上兼詩人として知られ、また、有能な IJakam （裁定者）でもあった。

タミーム系の部族問の多様な紛争の裁定を彼に委ねたが、『アルハマーサ詩集』p.237

脚注では、彼はジャーヒ リーヤ時代において最初に賄賂を受け取った裁定者であっ

たという、アッタプリ ージーの所伝が紹介されている。

彼は戦上としては、アーミル ・ブヌ ・サアサア族とのズー ・ナジャプ（堕!LiNajab) 

での戦いに参戦している。この戦いはシウプ ・ジャバラ（紐i'bJ abala) の戦いの翌

年、 AD571年に行われた。また、彼はナジュラ ーンでのバヌー ・アルハー リサ ・プ

ヌ ・カアプ (Banual-1:f ar迪ab.Kaも）との戦いに加わり 、アルウザイル (al-'Uzayyil)

およびアルハーリスの＋ 3人（アムル、ヤジード、マリク）を殺している (No.30 

参照）。

彼の名はアムル ・プヌ ・ヒンド土（在位 554-570)が土子アスアド殺害の咎でタ
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ミームに恐るべき復菩をした伝説の中にも登楊する。殺されたのはアスアドではな

く 「の兄弟マリクだとする説もある。殺したのはスワイド ・プヌ ・ダーリム (Suwayd

b. Darim)という男であった。土は詩人一族の男 100人を焼き殺すと誓った。王の遠

征を知った一族は逃げたが、98名が捕らえられた。王は大きな穴を掘って一族の男

たちを投げ込み焼き殺した。ラクダに乗ったある旅人が遠くからこの火を見て宴会

かと思いやって来ると 、捉えられて母問を受けた。何者かと尋ねられ、バラージム

(Barajim)と答えた。バラ ージムはタミ ームの遠いjiIL縁につながるものだった。王

は、'‘まこ とに哀れなやつよ、バラージムの客よ’'と言って、火の中に投ずるように

命じた。次に、赤毛の婦人が捕らえられてきた。彼女はダムラ ・プヌ ・ダムラの姉

妹でハ ウザ ・プヌ ・ジャルワル (Haw辿ab.Jarwal)の妻であると 言 うと、焼き殺さ

れた とのことである。

これはよくある作為的な物語であろうが、詩人が活躍したのは 6世紀後半であっ

たことを推測させるものである。彼の孫に当たるナフシャル ・プヌ ・ハッ リー

(Nat辿 alb. HarrTy)も詩人と して知られている。

この詩は、始終詩人の武勇と 部族の栄光を自慢 したものである。タウィール調、

15行。

(93)テキスト
， 
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(93)訳

l — 烏の群れが散開しているように 、 散淵した軍団がなんと多い こ とよ 。 脆病者は血筋

を言い立てながら、戦,~を避けるが、私は敵軍に立ち向かった 1 )0
2-』胴上の勇士は鉄で身を固めていたが、一部は槍先で狩りとられ、他の者は狩を続け

た。

3- Y且団は小集団に分かれて、（戦利品にと）牧岸を食べているラクダに突進した。広人―

な低地にドった彼らはまるで猟犬のようであった2)0

4 私は味方には同情心と万全の警戒心を馳走したが、はるかかなたの敵は私ゆえに苦

痛を感じると訴えることだろう 。

5ー私は多くの復智者に痛撃を加えた。私は彼らの追撃を振り切った。彼らは全力で追

って来たが、私に追いつくことはかなわなかった。

6ー複彗心がかりに私に出会うと 、私の威厳に恐れをなし、目を背け、頻面苔白となる

だろう。

7ー栄光ある氏が数え上げられるときには3)、人々は私の祖先が店くそびえている こと

をよく承知していたからである。

8ー私は多くの敵の勇者を倒し、カラスがその死体のまわりを片足で飛び同るままにし

ておいた。死体には体内から出た血がこぴりついていた。

9ー柏の穂先が彼の腹を突き刺し、彼は鼻を下にして伏した。ちょうど、背が伸びた少

年が緑のとがった足首の骨を投げたようであった4)0

10一部族全体のなかに、救い手が少ないときでも、私のテントに泊めて欲しい夜訪ねて

くる客は何と多かったことだろう。

l卜 私はこのような客に“ようこそ、お気軽に、くつろがれよ’'と声をかけ歓待したも

のだ。客は翌刹l、私をたたえて、出立した。

12ー私は自信を守るために努める男ではない。ひとえに、部族の名巻を守るために意を

配っているのである。

13ーもし、タミーム族に栄光と 言うものがあるとすれば、それはナフシャルと布遠なウ

ターリド（という祖先）が私を低々と Lげたことである 5)0

14-JJnえて、サアドとマーリク両家は同じ血統を持ち合わせ（私を高め）た。もっとも、

部族の一部の火打石は発火せず6)、値打ちがなかったが。

1)戦IYilにあたって名家ぶりを大Ii1で名乗るのが恨わしであったが、脆病者は名屎りながら、逆に
戦刷を避けて逃げる、と言っている。

2)戦l;l¥れを狩にたとえ、飼されたり、倒したりすると、 己―ったもの。

3) raw目bin「丘」（単数、riibiya)には、傑出した人物の意味もある。

4) 「腹を刺し」とあるが、前に倒れているところから見て、相手を1'f後から突き刺したのであろ
う。羊ーの足竹の11はサイコロとして(-供にもて遊ばれていた。

5)ウターリド ('U頃rid)は水足のことであるが、ここでは詩人の母）iの述祖にあたるところのウタ

ーリド ・プヌ ・アウフ ('Utaridb.'Awf)をさす。彼は、サアド ・プヌ ・ザイド ・マナート (Sa'd

b. Zayd Manal)の血筋につながる者。

6) 「一部の火打石は発火せず」とは、「一部には血絃があやしげな者がいる」の意味。サアドとは、
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15-最近、名脊ありと話超にされる者は誰でも、私が述べたように（私の名誉は由緒が

あると）敬意を表し、証言するであろう。

13行注5)のサアド ・プヌ ・ザイド ・マナートのことで、タミームの族長であった。マーリクと

は、マーリク ・プヌ ・ザイド ・マナート (Malikb. Zayd Manat)のことで Sa'dの兄弟にあたり、

ダーリム (Darin,)の祖先。
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ー (94)アウフ・ブヌ・アティーヤ・アルハリウ

び心い屯入ふ乎

まえがき

本名アウフ ・ブヌ ・アティーヤ ・プヌ ・アムル (cAwfb.'A¥iyab. cAmr)。この詩人

はアッ リバープ連合に属するタ イム族の族長であった (No.30まえがき参照）。彼

はシウプ ・ジャパラの戦い (570年）の一年または二年前にあったラフラハーンの戦

いで部族を率いて参戦しており、また、アッリバープとアサ ド連合軍がアンニサー

ルの戦いでアー ミル ・プヌ ・サアサア軍を撃破した戦いにも参戦しており、加えて、

木詩集 No.96および No.105の内容などから考えて、6世紀後半に活躍した戦士

兼詩人であったろう 。

彼の部族はアルカーシムの周辺を本拠とし、

リムなどと接 していたと考えられる。

この詩人の作品は、No.105および No.124にも載せられている。

は、朝の略奪行が生き生きと描かれている。カーミル調、 7行。

アルプーウおよびタミーム系のダー

(94)テキスト
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(94)訳

ト 朝、 君たちは（略蒋戦を敢行した）戦士らに比会ったが、なんと素敵な若者たちで

あろうか。（捕らえられた）女たちは石衣もつけず、まるで、がの根のように白かっ

た1)。

1)甲哨l、略秤が突然行われ、女たちはぷ物をきる余裕もなくあわてて逃げようとしたが、抽えら
れた。もともと、 I」にさらされない生活をしている女は肌が自い。アルウンクル (al-'unkur)は
？芯やパl:::゚Jレスなどの亡い根を表す。
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2-（彼女らは恐れおののき）ヴェールを下した者もおれば、胚紐がゆるみ桜巻の位四ま

で 卜げたまま 、走る姉妹もいた2)0 

3ー我らは彼らの先頭の者を最後尾の者の方へ追い返したが、それはまるで、水場のラ

クダのなかに紛れ込んだ他人のラクダを叩いて追い返すかのようであった。

牛 彼らは一・種の群れに分けられる。（第一は）槍で刺され、赤黒い血を流しながら（両

手を広げて）よろめく者。

5-（第ーは）枷をはめられた捕虜で、豊富な財産でもって解放してもらう償い金を支払

う者、100顕余のラクダの持ち上ならこれが望めるが、干抱を包む布一枚しか持っ

ていない省もいる叫

6-（第三は）当人が感謝しているか、感謝していないかは問われずに、 彼とその一族に

同情が寄せられる者4)0

7ー朝の略奪行が行われる日には、部族の者たちは笞戒した我 らのテン トの背後にテン

トを張り（保護を求め） 、我らは露天で宿営する。

2) ヴェールを Fした者、および、姉妹は単数となっているが、複数の意味を表す。

3)難解なので仮沢とする。

4)雉解なので仮訳とする。
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一 (95)アウフ・ブヌ・アティーヤー

屯ど J炉

まえがき

詩人については No.94を参照。短い詩で、詩人の勇者ぶり、寛容さ、および自部

族の強勢などを誇っている。ワーフィル調、 7行。

(95)テキスト
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(95)訳

lー沼の命にかけて替って言うが、私は一族の守護者である。戦いの日においては経験

のない素人戦士ではない。

2ー私は遠くから恩恵を求めてやってくる者に気前よく贈り物を与える。また、これを、

近親者や契約を交わした者に手控えたりはしない。

3 — 店たちは知るが艮い。 すなわち、私は何人に対しても w．屈にな らないし、何人にた

いしても居丈高に接したりはしないことを。

4 君は見なかったか。すなわち、我らは不屈の戦上であり 、梅の怒涛のように洪水と

なって敵を押し流す様を見

5-（わが）戦十は敵と対決するときには、ライオンやヒョウの皮を線う 2)0

6-我らは敵であるアプス族やその同盟名であるタイイ族、さらには、バクル族の＋．地

I) mirda burubin（戦いの投石）は 「不屈の戦士」を表す。洪水は 「大軍勢で押し寄せる」こと。

2) 「ライオンやヒョウの皮を籐う」は、敵をi!（迫する比ゆ的表現であろうが、実際にヒョウの皮
を沿た例がある。AH6年のフダイピイーヤの和磁で、クライシュのなかにヒョウの皮を沿た者

がいた。また、パドルの戦いでもln・J様である。ライオンの皮を純った例は兄当たらないが、ラ

イオンが少なかったためか。なお、ライオンやヒョウは功敢な戦上を表すのによく 用いられる。
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で、平然と放牧する叫

1 彼らはいずれも難敵で、（我らに）復菩しようとしたが、（我らから）受けた似はま

だ新し¥,‘4)a

3) 6世紀には、ガタファーンとサアドとタイイが同監を結ぴ、アフラーフ ('abliif)と呼ばれてい

た 。 ここで Tayy i '- h ii とあるが 、—ha はアブス ('Abs) を受ける代名詞。 すなわち 、 アプスとタ

イイが同血していたことを表す。これは、ダーフィスの戦いの結果、575-580年頃はようやく平

和が訪れていたことを示唆する ものであろう (No.9, 23行、No.103 などを参照）。

4)未だ複野に成功していない、従って、依然として復肝を狙っている敵地で思いのまま放牧して

いる 自部族の威勢を誇っている。
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ー(96) ビシュル・プヌ・アビー・ハージム—

ゃふ圧と

まえがき

本名ピシュル ・プヌ ・アビー ・ハージム ・プヌ ・アムJレ (Bishrb.'AbT Khazim b. 

cAmr)。この詩とこれに続く 3篇の詩の作者ビシュルは560-600年ごろ活躍した詩人

件騎士で、古来ファフル (fahl、種馬、すぐれた詩人）と評された直要な詩人である。

彼はハーテイム ・アッタイイ、バヌー ・ラアム ・アッタ イイ (BanuLa'm al-Tayyi') 

のア ウス ・プヌ ・ハー リサ (CAwsb. H韮止a)、アンナービガ ・アッズプヤーニー (al-

Nabi辿aaは辿ubyan,)およびラフム朝最後の王アンヌアマーン ・アプー ・カープース

（在位580-602)らと同時代の人物である。彼はアンニサールの戦い（アJレアンバー

リー『注釈忠』 p.363)、および、第2次アルフィジャール al-Fijarの戦い (’Ayyamal-

cArab, p. 326)を経験 している。

前者はシウブ ・ジャバラの戦い ('Ayyamal-'A rab, p. 349)の4-5年後、575年ごろ、

後者は585年ごろの戦いである。アンニサールの戦いでは、 彼の属するアサド族とダ

ッバ族連合軍はアーミル ・プヌ ・サアサア軍に大敗北を喫さしめた。

第2次アルフィジャ ールの戦いにおいては、彼はクライシュ族のハルブ ・プヌ ・ウ

マイヤ ([:larbb.'Umayya)とアプド ・アッラー ・プヌ ・ジュドアーン (<Abd'Allahb. 

Jud'an)にアルバッラード ・アルキナーナ (al-Barradal-Kinana)がウルワ ・アッラッ

ハール ('Urwaal-Ral)I頂I)を殺害 した情報を伝えた。そこで、クラ イシュはハワージ

ンがこれに気づいて攻撃してくる前にウカーズから壁域に退去することができた。

また、シウプ ・ジャバラの戦いの少し前、 ヒスン ・プヌ ・フザイファ ([:lisnb. 

Hu辿．ayfa)がズプヤーンの族長であったとき、敵対関係にあったアサ ドとタイイの

和解協定をとりまとめている。

彼はハワージン系のワーイラ ・ブヌ ・サアサア族に略奪戦をしかけたとき、ある

少年が放った矢による傷がもとで死ぬことになるが、矢傷を受けたあとも長く生き、

その間に自身の挽歌を詠んだとのことである。

この詩はタウィール調、 22行。1-7行は愛の序詞、 8行以下はアンニサールの戦い

に閉するもの。

(96)テキスト
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(96)訳

ト ラーマの地とその砂山は、スライマーが住んでいた痕跡を硝し去った。彼女は遠く

に旅立ち、お前にとり彼女は遠い人となった。

2ー彼女より以前に人々を変えた時のうつろいが、彼女を変えた。彼女は遠くへ行って

しまったが、私の心は彼女を求めてやまぬ。

3ー私が目から涙を流 し続け、恋人とは桜の中でしか会えないとい う知

しヽ たのだろうか。

4 涙はジュラシュの雌ラクダによってくみ I:.げられた井戸水が、種をまいた畑に注が

れるように人鼠に流れた。すなわち、（ラクダの）皮バケツは畑の上から水を注いだ

のである 1)。

5ー大きな皮バケツと 、4本のより糸で作ったロープと 、動くと隙闇からきしむ音を立て

せが彼女に届

l)ジュラシュ (Jura辿）はヤマンの賤業地。ここでは井戸の水を汲み ,-.げラクダが水袋を背位って

歩きながら湘漑が行われた。
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る鉄かぎのついた滑卓を水平に支える前1I受けでもって（ラクダを使って水をくみ上

げる） 2）。

6—彼女は高い斤の道を求めた。 彼女がめざすのは 、 ムハッジャルとライラーのハッラ

の地にほかならぬが、そこからは平地や火川岩が多い土地へと続いていた呪

た 彼女は私のこめかみに髪の毛がなく、まるで、砂ライチョウが卵を産む地血のよう

になめらかなのに気付いたが、それは、佑けある敵が報伯を求めて髪の房を切り落

としたためではない4)。

＆我らはサアド ・プヌ ・ダッパの十らが救援の声を上げたとき 、これに応じた。 しか

し、呼びかけられても、応じない者がいるとはけしからぬ列

9ー我らが常に'‘ハワージンの衆、正道を歩め’'と言うと、彼らの演説者は的のはずれ

たことを叫ぶ6)。

10-我らは砂淡から彼らに激戦を挑み、彼らに損害をりえた。すなわち、灰色の武器を

かかげた騎鴨隊で戦い、斥候兵らも藪に 1唸れず、公然と偵察した］

II — 彼らはアンニサールでわが軍団を見たとき、（あまりの軍勢に焼き）スバル星に述ば

れ、面風に吹き寄せられた低い雲の塊かと思ったであろう。

に 彼は鍋に（乳脂をいれてバターを作ろうとしている）女のようだ。よく煮える前に

鍋を火から下すべきか、一そうすれば非難される。それとも乳脂が溶けてしまうま

で、火にかけておくのか、―そうすれば、バターが溶けてなくなる。この難題に直

面している女のようだ。

は我 らは彼らを―．つに分断した。一群の者はアルヤマーマに、他群の者はアウタース

に逃げたが、そこの大どもは彼らに1旬かって吠えた8)0

14-我 らは彼らを人に踏みならされたあらゆる道へと 、まるで、犬が子を運ぶように、

追いやった。その道中では土ぼこりが高く舞い上がった。

応 我らは、棒の皮をむくように、彼らの財産をすべて剥ぎ取った。そのため、彼らは

略奪された者が惨めな塊遇におかれて苦情を言うような、哀れな姿になった。

16ー早憫から夜になるまで我らは彼らを殺し続けた。やがて、走力を残していた我らの

軍馬も疲労してきた。

2)'awdをアルムファッダルは 「年老いたラクダ」と解説しているが、アットゥーシー (al-Tiisi)

は「哨h受け棒」としており、これによった。

3) ムハッジャル ( Mu~ajj a r ) またはムハッジル ( Mu~ajj ir) 。 ラピードのムアッラカ 1 8行にもこの地

名がある。ハッラ (l)arra)は火山岩術で、ライラー (Layla)はズプヤーン系のムッラ族の土地

でメディナの近くにある。

4)布力者を捕らえると I]り炭を切り、加えて、矢院の矢を郭い、吟らかに勝利を叫ぶ。これは身代

金をふやすことにつながる。詩人は捕境になって1iij髪を切られたためではなく、ヘルメットで

度が擦り切れたことをII彰示している。血u0abaIま額のJ已伍に垂れている疫の房、＇ しItl.1usは砂ライ

チョウが席卵のために掘った穴のことであるが、ここでは平坦な地表になぞらえている。

5) Ii lliihi「神ゆえに」は多くの垢合ほめa菓として川いられるが、ここでは、非難を表す。
6)仙a¥ibは戦闘に先立つ宜伝油説をする者のことで、戦闘の前に、言築のやり取りがあったこと

をホす。

7) al-<;lariisは 「咬み癖のある性悪なラクダ」であるが、ここでは激戦の意味。見力は伏兵とならず

公然と進繋した、との意味。

8)アーミル ・プヌ ・サアサアの軍勢は中央を突破され、左ぷがそれぞれ反対）」向に逃げた。すな

わち、 一方は束の山岳地アルヤマーマに、他方は、ヒジャーズ）出1辺の西アウタース (’AWtas)に

向かった。
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17-我ら（アサド族）の騎屈隊が迷わず標的にしたのは、ひとえに、クシャイルであっ

た9)。 ちょうど井戸0)汲み上げバケツの綱が真っ直ぐに伸びているように（彼を 11

指して直進した）。

18 — 彼らの騎馬隊に追いつくと、彼らへの追恨 と我らに加えたィミ幸な日が思い出され（我

らは激しく攻め立てた）。

19-アーミル族の省ども、我らはおり訂たちの女が捕らえられ、追い立てられ、急ぎ搬送

され、臀部から血が流れるままにしておいたぞI0)0 

20ー我らの従者は（敵から奪った） JlfLの杓い女が胸元をサフランで染めているのを見て

彫像のように美しいと思った。

2卜 乳を飲ませる女たちは窪地で夜を過ごすが 11)、1,r;夜に隠れていることが函見しない

かと 、心は不女に駆られていた。

22-アッシーファーンの牧依地は、赤いムダルの戦いが燃え上がるときには、我らのも

の、手出し無用である 12)。

9)クシャイル (Qu辿ayr)はアーミル ・プヌ ・サアサアの有｝）な支族で、ウカイル ('Uqayl)の兄

弟女族。彼らはハニーファ系のバクルおよびカイス ・プヌ ・サアラバの騒接地岐にiじんでいた。
I 0) tillらえられた女は篤かラクダで後方に送られるが、鞍も敷物もつけていないので、尾てい什周
辺から血が流れる。

11) rahwaは「＜ぽんだ低地」と「盛り 1'がったr.」の両義があるが、ここでは低地。
12) al-sTfayniは al-sTqayniとする説もある。前者は両海岸の意味である、アサドおよびハワージン

が涌）t：より述く離れたところに住んでいたことから見て、後者の読みが妥当かもしれない。す
なわち 、 a l -s"iqayni は 「二つの涙谷（または 111) 」を表すからである 。 Mu~ar 1-l)amrが （赤いムダ

ル）、と言われるゆえんは，諸説あるが決め千はない。1)父がムダルに（赤い）皮製のテントを

りえた、 2)追I登相続で彼が赤い金貨を受け取った、 3)彼の1｛努は赤いターパンを沿用し、ア
ルヤマン勢は凶色いそれを沿J+jしていた、などの脱がある。
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ー(97) ビシュル・プヌ・アビー・ハージム—

ゃふ圧と

まえがき

詩人については No.96 「まえがき」参照。この詩では最初に幻について語り、か

つての恋人が旅立ち 1関係が断たれたが、彼女への思いは年老いるまで断たれなかっ

た、としている。次いで、青春の思い出、恋人を描写し、人気のない砂漠を雌ラク

ダに乗って横断したこと 、その雌ラクダの駿足ぶりは野生の雄牛のようであった、

と語っている。

詩人がバヌー ・サア ドに和解を呼びかけたが、従わないので豊かな牧草地での放

牧を禁じた こと、自部族の騎馬隊が多いことなどに言及し、加えて、馬の描写に及

んでいる。

最後にアサ ド族に横柄であったかどで JuQ!liim族をシリアに追い出したと述べて

いる。ワーフィル調、38行。

(97)テキスト
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(97)訳

ト私が見たのはうつつか歩か、それとも、友 らが眠っているときに訪れた恐怖か。

2 — ああ、イダー ムは旅路へと去った。 天性の美女との絆は 、 いつかはことごとく断ち

切られるものだ。

3ー私は彼女を真剣に愛 し、また戯れもした。そ して、ついに年老いてしまい、人々に

‘'君は恋のため分別を失った’'と言われた。

4ー彼女と我らは（隣り合って経らし）しばらくは、互いに満足していたのだが、時は

待ってくれないものだ。。
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5 — 彼女は万を幾孜も 、 白いのこぎり歯で虜にしたが 1)、その唾液は夜のひと時強いプド
ウ酒のように酔わす。

6 — 彼女は睛れ睛れとした頻、ふくよかな頬、艇雅さが諜う品で（私を成にした） 。

7ー彼女が横を向くと 、まるで、サーハの地で群れに遅れた、角が太い（若い）雌カモ

シカが横を向いたようであった。その谷あいはシラームの林で投われていた2)0 

8ー雌カモシカが連れているのは、弱弱しい日が暗褐色の十カモシカで、その嗚き声は

母カモシカの心を不安にした。

9 — 多くの砂淡では、ジンが太鼓のような音をかき嗚らし 3) 、 水 のな い土地で熱風が音

をたてながら吹きすさぶ。

10ー私は昼寝をしている砂模のカモシカを恐れさせたが、戯に、 1そはきらきら光る蜃気

楼に包まれていた。

l卜 すなわち、疾駆する雌ラクダで（カモシカを恐れさせた）。ラクダには旅を強いたの

で、府が削げ、秤中のこぶも消えてしまった4)0 

12 — この雌ラクダは、土地から土地へと移動する野生の雄牛のようであった。 ハルバの

地で雄牛は雨雲が投う一夜をぬれて過ごした5)。

13ー雄牛は夜通し、‘‘夜よ、朝になれ”と叫び続けた。雄牛がいる砂地から闇が払われる

ようにと穎ってのことである。

14-やがて、雄牛は早朝、そこから抜け出した。まるで、糸からはずれた真珠の玉が抜

け落ちたかのように。

15ーバヌー ・サアドと彼らの従兄弟らに使者を送って伝えよ、‘‘最後の乳が搾られた6)99

と。

恥 我らはお前たちに分別を哨む。我らは我らとの友情を反故にする者を戦いにおいて

辱める民である。

17-お前たちの友情のいれもの、すなわち、お前たちの心が空っぽであるからには7)、も

はや、我らには果たすべき義務はない。

18ーそれゆえ、ウライティナートの渓谷の斜面とアイハムの砂利が混ざった平原でお前

たちが放牧することを禁じる。

19ーこれらの土地ではラクダの胴やこぶが良く太るのであるが、お前たちがここ に立ち

人ることは許さないであろう。

l)辿urub（単数 辿arb)「鋸状の佑J、女性の治さを暗示している。

2) ta'a rru9aを絶対目的語とする剰j，枯lが省略されているものと考えられる。サーハ ($aha)はアサド

族の地名。'asirra（単数 siriir)は「箪木がよく育つ谷間の肥沃な上地」。シラーム (siliim)は「ア

ラピアアカシア」。

3)風による邸擦で生じる音をジンが述くで太妓を叩いている秤と、アラプは恩っていたことを示

している。

4) bara辿tunu9ii.rahii.『［訳すると「私はラクダの同い骨格に達した」、つまり、ラクダの肉がそげて

痩せてしまった姿を表現したもの。fanaはタイイ族の）j言で、faniya r消源した」の意。
5)ハルバ (l_iarba)はヒジャーズのフザイル族の七池。野牛の牛の生，い地として占詩でよく取り上

げられる地）jである。jah細 は雨を降らせない‘よの意味であるが、ここでは、雄牛が一晩中雨に

陥られたことと解説されている。ラピードのムアッラカ24行では、この話が「水気のない赤味

の千切れ玄」の意味で用いられている。

6) 「最後の乳が搾れた」は「戦争に訴える」の比喩。バヌー ・サアド (BanuSa'd)はアサド族の

―•派か。 本誇34行参照。

7)'iyiibu 1-wuddi「友情を納める皮袋」、つまり「心」をさす。
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20-これらの」→地では、人々の乳ラクダはク喜々としていた。白い哀が水袋の口を1州け雨

をふんだんに注いだからである。

21-多く の豊かな牧草地から、 これを求めてくる者たちが、恐れをなして退いて行く 8)0 

そこにはナウファル草やハウザーン草が密集して伸びている。

22ー草 9ま南く伸び繁茂しており 、ア）レアラジャーン草が黒々と密隻しているあたりは、

まるで、ほくろのようである。

23 — われらはこの草原は、多 くのテントを持つ （ わが）部族に放牧が許されていると見

なしている。よって、（我らの）ラクダが脅されれば、踏み皆ま（って守）る。

24-彼らは（人数が多いため）集会所が全員を収容できず、集団ごとに各自の垢所に集

まる。

2ふ彼 らの男たちは徒歩で急ぐ必要はなかった。すなわち、彼らには轡をはめ、静かに

出撃できる馬を潤沢に持っていたのである。

揺馬はアルミムハーで一夜と翌日のひと時を過ごし、サガームの樹が餌として切り与

えられた。

27一馬がズー ・サバーフから平地におりてきて、谷間の水路 と丘が馬と共に溢れ出ると 、

28-！馬は土ぼこりをあげ、そこから進撃ずる馬の姿は、矢が標的を突き破って飛び出る

ようであった。

29ー馬が横断した平地のいたるところには、ひづめの前部の跡で地面がへこんでいた9)。

30-)語の先頭集阿がたて髪を振り乱して突進してきたときには、馬の曲髪はそそり立っ

ていた。

3卜馬の背後には鎖帷子を束ねて載せているが 10)、連れている子馬の姿は（ほっそりと

していて）子山羊のようであった。

32ー馬は騎手の穂先が頬のそばに覗いているのと競争して、頭を傾けて疾走するが、そ

の様は、鳩がわずかな水溜りへ我先にと競っているかのようだ。

33-＿長い歳月は忘却をもたら し、何もかも忘れさせるものだ。かのジュザーム族の一件

が忘れられたように11)0 

34-彼 らはわが部族の者であったが12)、我 らに悪事を働いたので、我らは彼らをシリア

に追いやった。

35-我 らは彼らを守る強固な砦であった。我 らのもとには倦れた指消者 と卓越した族長

が控えていた。

36-彼らは“我々が立ち去ると、お前たちはここにおれなくなるぞ”と言ったが、彼ら

8) 牧 l収地を守っている民が恐ろしくて 、 外来者は敬辿して退く、の意。 l ll 'am 「 ―• 本ずつ」が原義

であるが、「たくさん生えている」の意味。

9)ひずめが長いことは自慢の種であった。この一行は脚韻が異なるだけで、In)じものが No.98,48 
行に出てくる。

10) b戸ahqiha「馬の腰布」では意味がつかめない。bi-'ahqubiha「雌馬の秤後」との伝承によって

訳した。戦1判には辿常、雌馬を用いるが、戦闘直前に鎖かたびらを馬に迎ばせる、というとこ

ろに多少の疑1閉が残る。

11)解説ではジザーム (Ji血5m)はアサド族の一派としているが、アサドは中央および北アラピア

のマアッド系の雄族であった。これにひきかえ、ジュザーム (Ju曲am)は南アラビアの出でラ

フム ・プヌ ・アディー (La辿Illb.'Adi)の兄弟部族でカフラーン ・プヌ ・サバー (Kahliinb. Saba') 

の子係である。彼らは、ダマスクスから南Ji.II行程のマアーン (Ma'恥）の隣バルカー (Balqa)

に移住し、キリスト教徒になった。

12)彼らとは、シリアに移ったアサド族の一派バヌー ・サアド (BaniiSa'd)と思われる。
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が立ち去ったあと 、我らは依然としてこの地に住んでいる。

37ー我らはフザイマの石で作った下一徳のように 13)、 どっしりと 、不動の姿でここに住み

諸道の通行の許可、禁止は我らが行っている。

38ー我らはズー ・アルマジャーズに結集して 14)、お前たちを呪ったが、その呪いのため、

お前たちは罪をつぐなうべく罰せられるであろう 。

13)フザイマ（_Khuzayma)はアサドとキナーナの父祖にあたる部族。キナーナを通じてクライシュ

族にもつながる。通行の評可とは、タイマーから東に通じるキャラバンIレートに関するもので、

メッカの神殿へのそれではないであろう。

14)ズー ・アルマジャーズ（込1[ial-Majliz)ではズー ・アルヒッジャ（巡礼月）の l塙 nにわたる
八17市が開かれた。ズー ・アルマジャーズはアラファート山の背後にあり、メッカに近い。ウ

カーズもこの近くにあり 、こちらではズー ・アルカアダ月の初めに、 20n間の市が1州かれた。
呪いを型なる地でかけるというのは、その効果が大きいと考えられていたためであろう。ヒッ

リザのムアッラカ 41行では、長期にわたったバクルとタグリプの l~J で争われたバスースの戦い

を、ヒーラのアルムンジル3世が調倅し和解させたのも、ズー ・アルマジャーズであったとし

ている。



―  26  ―

アラプ ・イスラム研究第17号 (2019) Journal of Arabic and Islamic Studies, vol. 17 (2019) 

ー(98) ビシュル・プヌ・アビー・ハージム—

ゃふ圧と

まえがき

この詩の主題は hamasa（武勇）を誇ったものであるが、序詞の部分に21行にわた

り 辿azal （恋の感情の表明）を詠んでいる。相手の女性の名前は挙げられていない

が、詩人が属するアサ ド族とかっては平和裏に暮らしていたものの、やがて対立す

るようになり旅立った部族、アーミル ・プヌ ・サアサアの支族であるウカイル族の

女性 とされているD

序詞の後は、詩人の部族と他部族の戦いを取 り上げている。すなわち、かつて同

盟関係にあったタ イイ族との反 目、 杭争をは じめ、10余の部族との戦いに言及し、

最後には白部族を賞賛することで終わっている。この詩の31-35,45, 55の7行は、カ

イロ版による追加である。 ワーフィ ル調、56行。
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(98)訳

l — 共にまじわった人々は遠くへ去り ！ ）、 訪ねることができなくなったが、
ラクダにのって旅立った女たちの中を漂っている。

2ーラクダの御者は、まずナフルの水塩を目指して進み、

で向きを変えた叫

3ー女性たちがどこに進んで行ったか見通していると私が見なしている友人に、（私の恋

心を気付かれないようにと、）佃も知らないふりをして尋ねた3)0

4 私はウカイル族が私の恋人を連れて旅路に付くことを菩戒していたが4)、菩戒して

いたことが起こってしまった。

ふ それ故、私はカーニアで、日が森＜昇るまで5）、彼らから殆ど目を離さなかった。

6ー彼女らは夜には、アムール山とシャ ーバ11.Jの辺りに来たが6)、後者の左側にはティ

アール山があった。

ラクダの蓮台に乗っている女性たちは、まるで、アスヌマの地のカモシカのように

美しい7)。カモシカは隠れ場に判を潜めているのだが、洞穴が浅く、体の一部が現

れている。

お前の心は

アバーン山とサルマー山の所

7-

I) a l —仙a l廿 「交わった人」とは、詩人の一族と牧飴．地を共にした他部族のこと 。

2)'abanani「アバーン1りとサルマーIll」、 No.l5, l8行参照。ナフル (na肋l、ナツメヤシの樹）と言

う地名は各地にあるが、ここでは、メディナから二H行程のムッラ族の領岐の地名と考えられ

る。

3)女性に心を奪われていることを'iとられないために、知っているが、
問を友人にすることを言ったもの。

4) jaratu-na「隣に住む女性、恋人、妻」の意味、 No.54, I行参照。

5)カーニャ (qaniya)はスライム (Sulaym)族の水場と解説にあるが、 nafsqaniya「羞恥心」の意

味だとの説もある 。 つまり 、 胚じらいの気持ちを持ちながら 、 II が i•：：i くなるまで、彼らを見つ

めていたと詠んでいる、との，悦である。

6)シャーバ（辿aba)山は No.54, 9行に既出。

7)アスヌマ ('asnuma)はsanam「ラクダのこぷ」の複数'asnimaが転じたものと考えられる。’usnuma,

'asnimaとも読まれ、各地にこの地名があった。ここではアルヤマーマの南のファルジュ (Falj)

近くの丘の名とされている。

さも知らないかのような質
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＆ 彼女らが唇を割ると、夜来の哀が降らせた雨できれいに輝いているカミッレの花の

ような純白の歯並びが現れる。

9ー辿台に采っている女性の中に協気な乙女がいたが、彼女の一家は国許への旅を思い

立ち、旅立った。

10ー固窮しらずでそだてられた女性の一人には、アルカシーマとアルウワールに住まい

があった8)0 

11 ー 彼女には酸味があるラクダのミルクが毎日 1 • 分与 えられる 。 また 、 妊娠 1 0ヵ月の

ラクダから搾りたての純粋なミルクもふんだんに飲まされる叫

12ー彼女は足首の辺りはふくよかで美しい乙女で、腰や腹はすらりと引き締まっている。

13ーお尻は守とうとするとき、重々しく 、急いで寸．つと 、息切れがする。

l牛私は夜通し一睡もせずに過ごした。まるで、私の関節にブド ウ酒が行き渡ったよう

であった。

15ー私は空の大熊挫の昂を見つめていた。 この星座は、批f牛の群れが向きを変えて進む

ように（北極を柑I)として）同った 10)。

16-夜になってひと時が過ぎると 、昴星は沈み、代わって、カペラ座の星がそれの隣に

現れた。

17-おお、人々よ、時の長さにあえいでいる男を助けてく れ。なぜなら、（彼が戦争のた

め）身動きできなくなってから久しいからだII) 0 

I 8 — ウカイル族の女たちが遠くに行ってしまったなら、（我らの心は）彼女らと共にかの

地に捕らわれてしまった。

19ー我 らと彼女らが（楽しく枠らした）日 々は（長期に及んだが）、戦争が我 らを別れさ

せたため、短いものとなった 12)0

2か 私は、幾夜も私に思いとどまらせようとする者の忠告に従わず、腰布が足首の上ま

で垂れたままにしていた 13)0

2卜 私は私を咎める者に逆らい、悦楽を求め、妬む者を訪ねて似つける。

22-我らが人々は敵になったと見たときには、彼らとの間には和平のための交渉の余地

はなくなっていた。

23ー我 らの祖先は移住して、かつてニザール族が敬遠した土地にテントを張って住むこ

とにした 14)0

8) アルカシーマ (al -Qa~1ma ) はアルクサイマ ( al -Qu~ayma) とも；；ゎれ、 No . 44, 30行で1J.'l:出。ア

ルウワール (ai-'Uwiir)はここでのみ用いられている地名である。これらの七地は 1-．カシームの

アサド族の土地で、女性の部族ウカイルは詩人の部族の此かな牧位地で一緒に放牧していたこ

とを物諮っている。

9)この女性は、どのようなときでも卜分な食べ物を与えられ、裕悩に料らしている。それが彼女

を芙しくしている 、 と ~-ったもの。

I 0)）（熊座が北極軸をゆっくり同る姿を、野牛の群れが1店を食べながら向きを変えて進む姿に比し

ている。この兄座は朝の光で消えるまで、一晩中光っている。

11)包囲されて久しい、とは、戦争でラクダの放牧が出来ない状態が長期に及んでいることをさす。

yii la-（屈格）は救助の呼びかけ、 y月Ii-（屈格）は燈きや感嘆をあらわす。

12)楽しい時は、長期にわたっても、短く感じられることを己―ったもの。

I 3) al-'izar f腰布」は平穏さのシンボルをなすもので、危険な仕事にとりかかるときには、巻き上

げる。

14)ニザール (Nizar)はラビーアやムダルなどの北アラプ（マアッド）の祖先とされている。詩人

の屈するアサト族は、かつて、危険な上地に仕んでいたと；；；つている。
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24-（アジャーとサルマーの） 二山によるタイ イ族が戦争の火をつけ、（そのため遠くの

オマーンの）スハールの人々さえ戦争の苦痛に悲l！店をあげた 15)0

25-彼 らは我 ら（が寄せてくるの）を見て、1廿道を湛いだが、たとえ、彼らが巣穴に爵

れても、我らから救われはしない。

26ースバイ族はクラーデイヤに住んでいたが 16)、我らは彼らをぐるりと囲んでいた。

27ーアムル ・プヌ ・アムルは彼の部族に戦いをしないようにと命じた 17)。勝利する力を

持ちながら（このような命令を Fすとは）昴を切り 落とした男のようなものだ。

28ー彼らはザート ・カフフで和平を提案した。 しかし、和半の味は彼らにとっては、サ

ラウやカールのように苫いものであった 18)0

29ーアッリバープは（ネジド）絲原に登っ（て逃げ）たが 19）、 サラー トにも 、アルフプ

スにも火の気1まなかった。

30— 彼らは我らとはるかに離れていたが、我らが（彼らの）内緒話まで即こえるような

近くにいると息っていた。

3卜我 らへの恐怖のため、サアド族は（下の）土地に降ろされた20)。そこでも彼らは人々

を保護 しようとしたが、保閥されようとはしなかった。

32ーアーミル系の部族で、我らに最も接近していたのは、アルマナーラのウカイル族と

アルウバール族であった21)。

33ーフザイマ族には昔の栄光と純枠な血統が備わっているため、彼らは（屈服を）拒絶

した。

34-彼らは生まれながらの高貴な性質を有し、どこに住もうが、いずこに移住しようが

マアッ ド （系の部族）より 、勝っていた。

35ー彼らは我らと契約すると 、誠実であり 、人々 が（冬季の食栂不足のため）焼き肉の

匂いを好むとき 、直ちにマイシルゲームにとりかかる。

3か 逃げたヌマイル族から22)、谷底は軍馬がどよめき 、そのひづめによって、上ぼこり

が舞い上がった。

37ーキラープ族だが23)、彼らは逃げたと ころで、逃I'._ーが彼らを救いはしない。

15) Tayy'u 1-jabalayni「二つの山のタイイ族」とは、アジャー ('Aja') とサルマー (Salma)山を拠

点としたタイイ族のこと。今nでは、ジャバル ・シャンマル (Jabal紐ammar)の名で知られて
いる。スハール (Sul.liir)はオマーンの付都、このような辿いところは、この戦いと何の1iJ係も
なかったと息われるが、詩的誇張表であろう。なお、この戦争の詳細は良く分かっていない。

16)スバイ (Subay')族はズプヤーン系の部族。取り囲んで岩しめたのか、他部族から守ってやっ

たのかィ頂明。クラーデイヤ (Qurii,;liya)は地名として）廿いられているが、カイロ版ではクラーデ

ィバ (Qurii,;liba)となっている。

17)アムIレ・プヌ ・アムルはタミーム系のダーリム族の族長。不戦を命じたのは、ズー ・ナジャプ

の戦いでのこと。

18) sala'「苦い樹」、 qar「タール、戦争、苦い樹J。和平提案は、かえって、厄災をもたらすもので

あった、の意。

19)アッリバープは、タミーム系のダッパ、サウル、ウクル、タイムなどの諸部族連合のこと。

20)サアドとは、タミーム系の雄族サアド ・プヌ ・ザイド ・マナー トのこと。

21)アルウィバール (al-Wibiir)とは、ワプル ・プヌ ・アドバト ・プヌ ・キラープ (Wabrb.’Adbat 

b. Kilab)のことで、アーミル ・プヌ ・サアサア系の部族。

22)ヌマイル (Numayr)は、アーミル ・プヌ ・サアサア系の部族。

23)バニー ・キラープ (BaniKi lab)の代わりに、パニー ・バギード (BaniBa辿id)または、パニ

ー ・スバイ (BaniSu bay') とする伝水もある。
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38-スライム族は24)、我らを恐れて、食べ戻した食べ物を、ロバのように、飲み込めず、

沈黙していた。

砂 半陰椙のアシュジャウ族はアッシャジーの雄ヤギのように25)、メーという嶋き声を

あげながら、退いてしまった。

40ー我らは、ムッラ族が退いても、意に介さなかった。彼らは、ハーリバ族が、かつて、

通った追をたどり低地に降りて行った26)。

41ー罪が我らの梢息を伝えてくれるなら、わが兄弟部族キナーナに、彼らがどこにいよ

うと 、（以下のことを）伝えてくれ27)0

42ーすなわち、我らはイミ在となった者の土地を我らのものとし、雨が降らず、人々が旱

魃に出しむとき、ネジドの一番涵い七地を思うままに占領した、と28)。

43・我らは、いずれも4気みなぎり跳ね回り、道からそれがちな雌思の鞍を腹帯で締め

て出撃したが、見張りや、略奪戦で馬を損ねた29)。

44-馬は元気のあまり 、手綱と戦うように引っ張り合うが、どの馬にも、 1：ぽこりのよ

うな黄色の一I&のバッタが住んでいるかのように（軽々と飛び跳ねた） 30)0

45-（獲物に向かって突進するときには）馬の頬は汗でぬれて、まるで、砦の器の下にII意

れているかのような私を馬は転がす。

46-，席が前脚を一杯に伸ばして走ると、前脚の両肘が腹常を後ろに押しやり、両乳首の

間は土ぽこりが埋めてしまう。

47-)語が汁の乾いたあと、灰色になっている姿を君は見るであろう 。汗が多く流れたと

ころもあれば、少しのと ころもある。

48-馬がめぐった平地のいたるところには、ひずめの先の跡がつき 、地平にへこみが出

来ていた31)0

49ー君は多くの種馬の陰茎は、プドウ酒商人が吊るしている（空の）皮袋を折りたたん

だよう（に太いものだ）と息うであろう。

50-（そのような）馬の鼻腔は、他の馬が静かな息づかいを しているときに、まるで、鍛

冶屋から借りてきたふいごのよう（で人きな音をたてている） 32)。

5卜 我らはタミーム族の書物の中で、“疾走するのに最適の馬は借りてきた馬’'とあるの

24)スライム族はハワージン連合の一旦で、この辿合では、アーミル ・プヌ ・サアサアが蚊強の部

族であった。

25)アシュジャウ (,a幽が）は沖23にあるバギード族をさす。

26)ムッラはイプン ・サアド ・ズプヤーン (lbnSa<d b. Qhubyiin)族、ハーリパはイプン ・ズプヤー

ン (lb叫辿ubyan)族。

27)詩人はキナーナ (Kiniina)族のことを、 qawmi-nii「我が民」と述べているが、これは、詩人の

部族アサドの父ヤILフザイマ（JS.huzayma) がキナーナの父i'llであることを念頭においてのこと

だろう。

28) sanam 1 -'a r~ 「 -f→地のこぶ」とは 、 ネジドの一番店いところ 。 後に 、 ダーリヤ ( l)ii ri ya) と呼ばれ

た。穎言者のころはバヌー ・キラープが住んでいた。カリフのウマルおよびウスマーンはこの

良好な牧芹地を hinla（保護地）として、戦利品として得たラクダの放牧地とした。古代にはキ

ンダ I'•国の拠点であった。

29)危険な場所での見張りや略秤戦で馬の被内を受けたの慈。

30)黄色のバッタは雄バッタをさす。雌バッタより軽快に飛ぶと言われる。

31) No. 97, 29行と、般後の巾語が追うだけで、な味は同じ。

32) ifげてきたふいごは出来るだけ早く返さなければならないので、急ぎ使用する。急ぐと、勢い
で人きな音が川る。
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に気づいた33)0

52-雄馬は夕方祓品の訓純を受ける。強人な馬で、胴は細長く 、四肢はよく伸び、駿足

で、贅肉はついていない。

53-t也の馬が、早朝、早駆けして、髪を乱しているとき 、雄馬の背は（水平で滑らかで）

強く撚ったロープのようである。

54-雄馬は一日 I|l、ラクダの乗り手らと乾んで屯駆けしているが、馬の額の杓い星は、

婦人のヴェールのようである。

55一部族の者たちが、退却するか、巽撃するとき、私がどれほどこの馬を必要としてい

るか、君は何によって知るか。

56-（戦闘での）困難な状況から人を救うのは、ひとえに、不動の姿勢を保つか、逃走す

るかのいずれかである 34¥

33)この一行は1}り後と全く関係のないもので、ウマイヤ哨l中期の詩人アッティリンマーフ (670-
728) によるもの、との説もある。

34)アラプの詩人は、馬の理想的なありかたを、騎千の安全確保を）よ準においていたようだ。すな

わち、あくまで戦うか、逃げるか、は如何に駄j手を守るか、で判断していたようである。
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ー(99) ビシュル・プヌ・アビー・ハージム—

ゃふ圧と

まえがき

愛の序詞 (1-7行）についで、アンニサールの戦い (No.96参照）での詩人の部族

アサ ドの勝利を誇った詩である。すなわち、アンニサールでアーミル ・プヌ ・サア

サアを撃破 した件 (8-15行） 、この戦いで、タミ ームを率いたハージプ ・プヌ ・ズラ

ーラの敗走、昔、アサ ド族を支配したキンダ王国の王 （フジュルに反抗して殺害し

たこと (16-17行） 、アー ミル ・ブヌ ・サアサア系の3支族、ヌマイル (18-19行）、キ

ラープ (20行） 、カアプ (21-22行）をそれぞれ敗北させた件などに言及している。カ

ーミル調、22行。
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(99)訳

l — 店が訪ねてきたアルアンウムの廃墟は、そも誰の住 ま いであったか。

蛇のまだら模様のようだ。

2ー廃墟は東風に弄ばれて、かつての面影を変えているが、テントの固りの崩れた溝の

跡だけが残っていた。

3ーそれは、両煩が柔らかで、肌の色が白い乙女の住まいであった。彼女の腰は細く手

首のあたりはふっくらとしていた。

4ー彼女は、我らに関して悪い屋の話を聞いて、ついに、宕との絆を切り 、北 （シリア）

に向かう人々と一緒に旅立ってしまった 1)。

5ー店は（彼女への）盗情と恋梢のあまり 、まるで、分別を失った男のように、一n中、
心を乱した叫

6ー君がも し、他の雄ラクダに噛み傷をつけられた頑強な種ラクダのよう に活発な大型

の丈夫な雌ラクダに乗って（旅 、〗： ち）悲しみを癒さなかったら（きっと分別を失っ

たことだろう）。

7 — この雌ラクダは 、 鞍を乗せた体を左右に振って得意げに歩み、夜旅の勤めは申し分

なく こなし、快活に尾を振り 、足の裏で仁を踏み砕く。

8ータミーム族とアーミル族に（我らとの）戦争がどのようであったか尋ねよ。一体、

（戦いの）経験ある者とない者と 、届］等であろうか。

9ータミーム族はアンニサールの戦いで、アーミル族が殺されたので、激怒して

に戦いを挑んだが）不乎な結果を招いた3)0 

10ー彼らが “戦争だ’' と大声で叫びかけるときには、我らは常に、彼らの顕痛を強力な

大軍で癒してやった4)。

II —我 らは敵の兜の兵ん中に）J を捩り卜- ろし 、 “某の子なり”と名乗る 。 また 、 我らの鳥

は喉元を返り血で染めている5)。

12ー我 らの馬は恐ろしい形相をして 1：ぽこりの中から、

その跡形は毒

（我ら

野獣のような走り方で突進した

I) muili'im は「シリヤに向かう Jまたは「北に向かう」の意。

2) ¥ari fan fu’adukaには訳のような、意味と「明白な事柄が見えなくなる」の意味がある。

3)'しドqibuでな＜，しmibn「滴足させられる」との伝承もある。それだと「蔽源で満足させ

なり 、一）洲嘲笑の度合いが強くなる。

4) 「頭痛を癒すJとは 「敵が勝ってやろうと考えているところを払拭してやる」の意味。ra’s「弛

）りな）J媒団」の用例は、アムル ・ブヌ ・クルスームのムアッラカ45行にもある。

5) mu迦 alaは「燃えさし」のことであるが、焼き鋭（ごて）で皮）杓病を治すことから類椎して、血

で染まっているのを血の目］がついているとしたものだろう。

れる」と
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が、（乗っている）騎士は褐色のライオンのように勇ましかった。

13ー背が絲く、剣のつり革を長く伸ばしている完全武装した騎 1：：：たちは、（馬から）降り

ても完全武装した敵に剣が 卜分に届いた。

14-彼ら（味方の騎士ら）は敵を打ち破り、ハージプはII音褐色の土ぼこりにまぎれて6)、

消え去った。

応 我らは砦が描かれた敵の軍旗を見たが7)、その旗は、薄赤色の毛爪を持ち、つかみ殺

す強いライオンが描かれた味方の軍旗によって、倒された。

16ー彼ら（アサド族）はそれ以前に、フジュルを殺害した8)。柏が彼に向けられ、彼はう

つ伏せになって倒れた。

17-彼は吃ち上がろうと試みたが、既に、鋭利でしなやかな槍の穂先に旦かれ（V．ち上

がれなかっ）た。

I 8一次に、ヌマイル族であるが9)、我らが彼らの騎馬隊に遭逃 したとき、彼らの歯茎は戦

利品欲しさにぬれていた（涎をたらしていた）。

19我がほうの騎士らは、躍り上がる軍馬を駆って、彼らを攻め立てた。馬がひずめで地

面を強くけり 、激しく 跳躍したため、鞍の皮製の止め輪が切れてしまった。

2か 我が騎馬隊はかつて、キラープ族を蹂躙して（彼らがもといた土地に追いやり） 10)、

テン トの柱にしがみつくようにした。

21 — また、我が騎馬隊は、それ以前に、真っ直ぐな槍を手に して、次々に繰り出し、カ

アプ族を打ちのめした II)。

22-あげくの果て、我らは、ーロすするとコロシントのように過度に苦みのある苦汁を、

彼らの杯に注いでやった。

6)ハージプ (!:fa」ib)はイプン ・ズラーラ (0lbnZurara)のことで、アンニサールの戦いで、タミー
ムの司令＇じであった。

7)梵の軍旗はタミームのもの、ライオンのそれはアサドのものと言われている。要するに、アサ

ド軍が勝ったことを述ぺている。

8)フジュルはフジュル ・プヌ ・アムル ・アルキンディー (Hujrb.'Amr al-KindT)のこと。すなわ

ち 、 イムル ・ アルカイスの父。 昔、アサド族を支配していた —ピであったが 、 アサドが行いて殺

宙したと言われている。

9)ヌマイル (Numayr)はアーミル ・プヌ ・サアサア系の部族。

10)キラープ (Kilab)は18行と同じ系統の部族。ここでは、アサド族がこの部族を元の宿営地に追

いやり、外に出られないようにしたとの意味。

11)カアプ (Ka'b)も18行と同じ系統の部族。
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ー (100) シナーン・ブヌ・アビー・ハーリサ—

茫I 炉•ふ妙←

まえがき

本名ンナーン ・プヌ ・アビー ・ハー リサ ・プヌ ・ムッラ (Sinanb.'Abi Bari也ahb. 

Murra)。この詩人の短い話は No.JOO と No.101に載せ られている。詩人はガタフ

ァーンとムッラを率いたムッラの族長で、150歳まで生きた、などと伝えられている。

彼はダーヒスとアルガブラーウ、シウブ ・ジャバラ 、アッラカム をはじめ、その他

の戦いの 日々に、 関りをもった6世紀後半の詩人兼瞬士で、気前よさで知られてい

る。特に、彼と息 f・のハー リジャおよびハリ ムは、アプスとズプヤーンの間で長期

にわたって争われたダーヒス とアルガブラーウ の戦いを調停 し、終結させた こと で

有名である（ズハイルのムアッラカ 「まえがき」参照）。

この断片詩が詠まれた背景は、よく分からない。 カーミル調、5行。

100)テキスト
t 
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(100)訳

lーアルムサッリムとヒンドの倅マーリクに告げよ、‘‘もしお前が我らの威力を望むな

ら、攻めて来い”と見

2ーお前は（我らの）敵が対面した者（すなわち我ら） と巡遇し、朝、苦汁を飲むこと

になろう 。杯の底にコロシン トのおりが残っていたからだ。

3ー我らは、槍が入り乱れ、掻きたてられて燃え上がる炎のように突きかわされるとき、

敵の軍団に接近した。

4 我らの騎兵はシャジュナとアッジナープおよびウターイ ドにあって、

のような黒い大軍団であった。

さらに、ダルガ ドとアッスダイラの上にも、加えて、5-

まるで、暗闇

ズー ・アマッ Iレにも控えてい

I)迎告では 2名の名を列挙しているが命令形は男性単数であり 、両者の関係がイ消明．
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た。彼らの妻女らは（敵に）分浦られるようなことはなかった2)0 

2) 4 -5行の地名はガタファ ーン族の領岐内の地名とされている。ダルガド (Qar辿ad)は今日でも

用いられている地名で火山岩が多い 1こ地である。
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ー (101) シナーン・ブヌ・アビー・ハーリサ—

茫I 炉•ふメ°←
まえがき

老境に達した詩人は衰弱して視力も哀え、ひとえに若い頃の功業に心の癒しを求

める様を詠んだ詩である。 この詩は息子のハーリジャ（Kb_arija,No. I 00「まえがき」

参照）の作との言い伝えもある。パシー ト調、 8行。
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(101)訳

ト 私が誰にも私の苫しみを訴えないようであれば良いのだが、今や、私は手を取って

くれる者がなければ、歩けなくなってしまった。

2ーかつて、私は部族のラクダ（の放牧場所）で、低地や高胆など各地から、粛々と集

結する騎馬軍団を、朝、迎えたものである。

3ーまた、私はミルクが乏しくなった雌ラクダが、夕方、寒風にせきたてられて囲いヘ

とh1iると 、マイシルゲームを 1州帳し（人々に阪舞っ）た 1)。

4 私は、 n身の食べ物を蓄えることなく、すべて、野営地の人々に、すなわち、庇護
民と恵みを求める者の区別をせず与えた2)0

5ー私は、誰一人傷つけることなく 、一族の分裂を防いだものである。私の詞輩たちがそ

のことの証人である。

I) No. 62, 9-I 0行参照。食べ物が少ない冬の描写。

2)気tliiの艮さを述ぺたもの。
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6一部族の者た ちは、彼 らの略奪戦が長ぴき 、食料を食べつくすと 、私が白身の食紺を

提供したことを知っていよう 3)0 

7ー私は、 イプン ・マイヤードが菓の中から帰ってくるまでは、人に責められるような

卑劣なことはしない4)。

＆ 私を褒めるが良い。私はお前たちのために、何と 多くの功紹の門を 1州き、また、何と

多くの偉業の谷へ迫＜門を 1州いたことだろう 。

3)同じく、気前の良さを述べたもの。

4)アルアンバーリーのテキストでは、 上の句は lastu辿a幽 ya'a皿liiqin•usabb u bi-ha「私は他人に

只められれるような性格を応している者ではない」となっているが、カイロ版によって訳した。

イプン ・マイヤードやlbnMayyad ) はウズラ (•U血ra ) 族のイプン ・ マイヤーダ ('lbn Mayyada) 

のことと行われ、それ以外のことは分かっていない。以に埋非された者が却ってくることはな

いので、ありえないことのたとえ。すなわち "i'．劣な行為はいつまでもいっさいしない」の意。
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(102) 訳

l ー マヌーラの —f- らよ、私はお前たちの指森者らに 1l且従した 。

避ける道があればと願ったからである I)o 

2-（部族の集会で）開閣が陪論される時には、ウマイヤの子らはすべて指導者で、

ーフの子らも同様であった2)0

3 — そなたは身を引け 。 ヒ ジャーズに住んでいるムッラ一門の集即が部族のラクダを守

るであるう 3)。

4 — 彼らは人々 を広大な地域に住まわせた。

側で上侯のようだ4)。

5ー私が（助けを求める叫びに）応えるとき 、私の武器を備えた、 短毛で首の長い、人・

和の雌馬は、かっかっと短い歩幅で近寄った。

6一体形は兄事で、轡のはみを緩めて急がせると 、早がけに転じ、腹僻が汗でぬれると

それは、味方との戦争を

リヤ

まるで彼らはマンビジュとアルカシープの

l)マヌーラ (Mam1ra)はファザーラの妻、 sarata-kum「お1Jiiたちの指淋者」とは、フザイファなど

をさす。峙人もファザーラの lfll筋につながるが、フザイファとは途中で枝分かれした一家に屈

した。

2)バヌー ・ウマイヤ (Banu'Umayya)、パヌー ・リヤーフ

あろう 。

3) sTrf0ilay-ki「そなたは立ち上註t」は、もともと離婚を併げる又句であった。2人称女性単数形で言

及する女性が淮なのか分からない。ただ、ここで詩人ザッパーンがムッラに言及しているので、

伝承者のアプー ・イクリマは、詩人がムッラ族の出と思い、名前に al-MurrT「ムッラ族の」とし

た 19［能付がある。しかし、 「まえがき」で述べたように、ム ッラはアルフサイン ・プヌ ・アルフ

マーム (No.12参照）が屈した部族であり 、詩人はファザーラの族長ウヤイナ ・ブヌ ・ヒスヌ

('Uyayna b. 1:1 i ~n ) に味）j して、アルフサインと戦っている 。

4)マンビジュ (Manbij)はシリアのユーフラテス河沿いの大きな町であった。アルカシープ (al-

Ka血b)はアルバハラインの地名。アラプが住んでいる広人な領域で、モのようだと遊牧民に言

っているが、これはl1i•j烈な椰拾であり、軽戊表視と思われる 。

(Banu Riyal)）いずれもファザーラ系で
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全速）］で駆ける叫

1 私はこの馬をアッラキータの子らに対 して6)、備えていた。馬には私の槍と鋭利な

刀と鎖帷子が乗せてあった。

8-（また、その馬に采っている私は）幾多の難儀を経験しており 、部族と部族が逍遇し

て戦うときには、ひるむことがない。

5)辿awha'には「醜悪な」の邸味もある。

6)アッラキータ (al-Laq1¥a)はフザイファの妻。その子らとはヒスヌ、マーリク、ムアーウイヤ、

ワルドおよびシャリーク（辿ar1k)らのこと。この一行は、アルハパーアの水彬での＇ l；件に関わ
るものであろう。
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ー (103)ザッバーン・ブヌ・サイヤール ー

)~ ,丘屯

まえがき

この詩は No.102 

ール調、8行。

と関連するもので、終始、バドルーP9を中傷している。タウィ
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(103) 訳

lーアッラキータの倅たちは1)、ザッバーンが眠っていて問題にもしていないことを知

りながら、彼を中似するのを止めないのか。

2-彼らは、夜盲症（鳥目）の男を連れ歩き2)、イ ン ド鉄製の剣の刃のような鋭利な言葉

を注がれた。

3ーアルハバーアの井戸で殺された男の尻には3)、悪行を働く者は悪迎に帰する、

う記録が残されている。

4ーお前たちがそれを説めば、

と言

お前たちは迷いから正道に海かれよう。文書の封印が破

l)アッラキータ (al-Laqita)は No.102の注 6のとおり、フザイファの社。

2) al-'a油 5 「夜吉症の男」は、大詩人マイムーン ・アルアァシャーのことかも知れない。彼は部族

の間を渡り歩いて、11'代詩や風刺詩を読んだと 面われている。しかし、注釈者アルアンバーリ
ーはこのことに触れていない。

3)アルハバーアの井戸で殺された男とは、ハマル ・ブヌ ・バドルのこと。殺したのはアプス族の

アルハーリス ・プヌ ・ズハイル。ここでは、尻を柏で刺した傷跡のことを sahIfa「記録、文円」

とよ視している。文字を知っていたことを表している。
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られると 4)、（中味が）知られよう 。

5 — 馬たちが繋がれているところ 、 すなわち、お前たちの父が横たわっているところで 、

敵嶺心が強い優れた分別者がそれをお前たちに贈った5)0 

6ーもし、お前たちがそれについて、ダーヒスの騎七らに呼ねるなら、ラワーハ一家の

物知りが教えるであろう 6)。

7ーシャリーク ・ブヌ ・マーリクは7)、‘我らは戦楊で敵と逍遇すれば、決して和解はしな

い”と快活に哲った。

8 — 彼は敗北は決して受け入れないと齊ったが 8)、彼は敗北し 、 ‘'お前の鼻は土ぼこりの
なかに突っ込むだろう 。”

4) al—邸awa t i m 「文占の封印」 。 柏の刺し似を文占にたとえ、似跡が何を物語るかは明白であると示

唆している。

5) 「おりりたちの父」とはフザイファ。「敵憮心が強い、優れた分））ll者」とはカイス ・プヌ ・ズハイ

ルのことと思われるが、カイスはフザイファが殺害された現場にはいなかった。

6)ラワーハ (Rawal)a)はカイス（父ズハイル）の祖父にあたる。ダーヒスはアルガプラーウと岸

諒馬したところのカイス所有の馬の名前。

7)シャリーク ・プヌ ・マーリク（辿arTkb. Malik)は人物不詳。フザイファにもシャリーク（泣arTk)

という名の子はあるが父の名が異なる。

8)'aqsama「飯は哲った」の次の否定の laが省略されている。橙いが続く場合は、この省略がよく

見受けられる (No.35, 6行参照）。
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ー (104)ムアーウイヤ・ブヌ・マーリク・ブヌ・ジャアファル ー

→涵g全ど斗巳狂茫

まえがき

本名は標記のとおり 。この詩人は、アーミル ・ブヌ ・サアサア族の有名な一家の

出である。父はマーリク ・プヌ ・ジャアファル、栂はラビーア ・プヌ ・アムル (Rabi"a

b.'Amr)の娘で、同じく、アー ミル ・プヌ ・サアサア族の血筋につながるものであ

った。彼女は、ウンム ・アルバニーナ (0Ummal-Banina 「息{-らの母」）と呼ばれて

しヽた。

詩人は 5人兄弟の末弟で、兄弟はいずれもひとかどの人物であった。

長兄のアットゥファイル (al-Tufayl)は No.106の詩を詠んだアーミル ・ブヌ ・

アットゥファ イルの父である。この他の兄弟には、アーミル（アプー ・バラーウ 9Abo

Bara'またはムラーイプ ・アルアシンナ Mulaじibal-0Asinna「槍の使い手」などの名

で知られた人物） 、およびラビーア（ラビーウ ・アルムクタリーナ RabT0al-Muqtarina 

「往者らの春」の名で知られた人物）、さらにサルマー（ニザール ・アルマディーク

Nizal al-Ma<Jiq「困難と闘う者」の名で呼ばれた人物）がいた口詩人自身にも。ムア

ゥウィド ・アルフカマーウ (Mucawwidal-E{ukama'「賢者らの訓練上」 という綽名が

つけられていた。

彼らの中のラビーアは、ムアッラカ詩人ラビー ドの父に当たる。 したがって、ラ

ビードはこの詩人の甥であった。

『歌の告』16,p. 23で、ラビー ドは次のように言っている。

nabnu banu 0ummi 1-banTna l-0arba0a wa-min !illiyari -Amir bni Sa0~a濱

我らはウンムJレバニーナの4人の息子である。また、アーミル ・プヌ ・サアサア

の傑出者らの血を引く者。

これは明らかに、ラビー ドが父の兄弟を誇って読んだ一節であるが、兄弟が4人とな

っていて事実と異なる。このようにしたのは、詩の組律をととのえる都合上のこと

か、または、彼の父が既に死亡していたためか、いずれかの理由によるものと 言わ

れている。

この詩はおそらく、もっと長いものであったと思われるが脱落が多く、断片詩の

ょうになってしまっている。主題は自部族の賞賛に置かれている。カーミ）レ調、 12

行。



―  49  ―

アルムファッダリーヤー ト試訳 (No. 91 -No 105)／池田 修

(104)テキスト

gこ 1が予圧虚i全三旦匹ど恥叫屯

}

/3

虚

，匂
●
岳
，J]

じ

ヽ

岳；凸辺旦少
臼妥凸-三IJ1 -'i 
- J •., -,.,.':!..' ". ", 
匁只←～° し4ヰ・ • ¢ 9＼゚ ’¥

’ 
，． と）／ g，-r 

庄ら 1チ叫芦—i
t 

砂し←じ:聖;!-0  

毛 3吐戸:圧
屯；芦l

， 
叫らI~ -v 

＇ 
, ＇ i ,,.・ヽ ,-;;. ...J 

…妥 31 劣とおヂ向j-A 
ゞ t ,
”9 ,:;,"..'<''1 -!.--: ~ 
。定 i~ l~l J史ゞ庄
°9 9 ° 

心ょI’’ • J'・., 
99＂，・ 9/ごザ 斗.、．1- ,
叫凶、-戸泣：巳こ5

＇ ’’ ＇ ；切 Jり1 3戸

ら-つ1,tJ，3 
庄岱j

... 

-；庄や土
ピ，r叫び
令 W ~~I~ 

-¥ 

., ,． ．. ; 
J9 
＜ 

Iシi3 、竺
屯巴

5 

主 迄， 
二 ／
ここ)

ザふふ弓l
’ , ；9, J‘’・ 

セケ29 ← 
江；叶
"’← ’’ 9 , 2]や 3

三
ゲこ9 屯五
,,,.,,-:. 
ぅ人 う炉

絡兵ふ
叫迄
9,．, 
セ3Jゲ

’’ • 9, 

ぅグ'”
9,．, 
セグゲ

-i 

-q 

/ /. 
じ人工

9’ 

o」と
‘’ 

-9乙
如 ,‘-，ぐ

-¥ • 

- ¥ ＼ 

ゞ ・＇ 
とC-＼

(104) 訳

ト 旅仲間らが眠 りにつき、夜が少し更けた項、ウマーマ

た。

2ー足が強くないのに、そなたは（我らの宿場へ）どのようにして、迷わずにきたのか。

旅仲届lらの一部はまだ起きており 、他のものはII［もっている1)0

3 — 私は有名な一族の一員である 。 彼らは苦行に努め 、 古くから 、 気高い栄光に包まれ

ている2)0

4ー彼らは、彼らの父が族長であることに気づいた。彼らに備わった大きな度品と彼ら

の伯父や祖先が彼らの名声を助長した。

ふ 生き物はすべてひともとの根から育つ。大木とて同じこと。

劣る者がいる。

6ー我 らは、その一族に正当な権利 と適切なものを与え、（我 らに対する）彼らの罪を許

し、支配する。

1 その一族が我らに重荷を共わせれば、我らはこれを背負って立ち、

ば、その求めに応じる。

（の幻）が遠くから訪ねてき

人にも善行が多い者と

これを繰り返せ

I) I．の句は No.62（アルハーリス ・プヌ ・ヒッリザの詩） 2行に同じ。1行目では旅仲間ぱすべて

眼っていたとなっており、第2行と矛盾している。これは、 Jr:,i'，1の一部が本来この詩のものでは
ないことを思わせるものである。

2) hu止ud(tり数 l頂辿d)「財1程を務行に積極的に死し出すこと」。＇a§.b_amm は「li,’jい昴」が原淡。

' u~batun ma辿huratun「有名な集団」とは banu0Um111 al-Baninaつまり詩人の一族のこと。
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8 — 我らは 、 男気や援助（を求める省）に出会えば、おお 、 スマイヤ よ 3)、敵に対して策
をめぐらす。

9ー新参の隣人が一夜の宿を求めてきたとき 、我らは宿営地への111道で難渋すると言っ

て断るようなまねはしない4)a 

10ー一部の者が新参の隣人にテントヘの道を通るのを禁じたとしても 、我 らのテン トへ

の道はよく踏み固められている（通りやすい）。

11- スマイヤは言った、‘‘あなたは誤った”と。彼女は、客をもてなしたり、贈り物を授

けたり 、T:.への使節派述で我らの貯えが肢ると見たからである叫

12-まさに、そなたの言うとおり迷いかも知れぬ。だが私は、我らの財産が続く限り 、

このことを決してやめず、繰り返し行う。

3)女性の名が序詞と異なっている。序詞の一郡が他の，i寺のものであることを物；，ける。

4) 1廿国地に新たに来て隣接地にテントを張らせてくれと頼まれれば、社んで受け入れると述ぺた

ものであろう。

5) WU印d「使酋i団」。おそらくアルヒ-ラ...Eのもとへの使節団のことであろう。これには、上への贈

り物や麻官らへの賄賂などで、大きな出代が必要であった。
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ー (105)ムアーウイヤ・ブヌ・マーリク・ブヌ・ジャアファル ー

→豆いとJ.斗巳狂茫

まえがき

同人による No.104の詩より、この詩は脱落部分が少ない。この詩を詠んだ頃、

時人は相当の老年になっていた。I-I 0行の片詞においては、かつての恋人サルマー

も、詩人と同じく若気の愚かしさに身を委ねるには、年を取りすぎていた。詩人は

青春期の忍い出にひたり 、彼女が以前に住んでいた住居跡を訪れる。次いで、ラク

ダによる砂漠横断の旅に触れている。やがて、兄弟部族であったカアプ族の分裂を

防いだ有己の政治力を誇っている。 さらに、クライシュ族への血債を肩代わりした

こと に言及し、クダーマとスマイルという二人の人物を褒め、最後に自部族の威力

を謳っている。

詩人は第15行で、自身がムアゥウイド ・アルフカマーウ「賢者らの訓練十」と呼

ばれる元になった文句を詠んでいる。 このように、詠んだ文句が元で通り名がつけ

られた例は多い。ほかにムラッキシュ、ムサッキプ、ムマッザクなどの例がある。

ワーフィル調、25行。

(105)テキスト
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(105)訳

J -（私の）心は次第に、サルマーのこと を忘れるようになった。彼女は年老い、彼ら（我

ら） 二人は共に白要となったあと（青春の思い出を）断った。

2ー彼の同年の者たちも内髪となり 1)、彼から去って行った。まるで、君が苅物を脱いで

しまったようであった。

3 — たとえ、今や、彼女の矢も、私の矢も的からはずれようとも、

の矢は正しく的を射ていた2)。

4ー彼女は（乙女の頃には）男たちを射て1虜にし、

ませてきた乙女を捕らえたものだ。

5ー今 日、 彼女は何一つ獲物を得ず、彼女の狩人があきらめ、

になって しまったが、

6ー彼女は、今や人影のない空虚な住まい跡をナマラーに残している3)。私は（その廃墟

を訪ね）ラクダを止めた。

7ーナマラーより ドの谷あいの涜曲部には、君が繰り返し筆で描いたよう

居跡が残っている） 4)0

＆ それは、芙しい飾 り手、正しい綴り手、よく目が見える者の筆跡さながらで、彼は

苦き物を飾り、落ち度があると非難されるのを菩戒 している（かのようだ）。

9ー私はその住居跡に若い雌ラクダを止めたが、住居跡は私に何も答えてくれなかった。

私は、

かつては長年、我ら

ヴェールで顔を 1隠し胸を膨ら

失望して怖ってくるよう

（な線状の住

I)「彼」とは 1行目と同じく 「私」、つまり詩人のこと。

2)一人の緊密な1防l係は、かつて揺るぎなかったことを、矢が的に正しく‘りたることに喩えている。

3)ナマラー (namala)はメディナ近くの水届。

4)ヌマイル (numayl)は namalaの縮小形、親しみを込めた表現。住届（テント）跡を準跡にたと

えた例は多く見られる。ラビードのムアッラカ8行目など。
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万 、そこに生き物がいたなら答えてくれただろうに。

10ー私は、しばしば、駿足な雌ラクダで旅立った。（ラクダは汁をかくと）腋の下がマラ

ープで覆われたようになった5)0 

IIー私は住居跡で、家に帰ろうかと考えた。私のように長旅に出た者は、とかく 、家に

伽りたし とヽ思うものだ6)。

12-私はカアブ族の分裂問題を解決してやった。 このIt1題は、彼らには取り紐うことが

できない深刻なものであったが、消滅した叫

13ーそれまでは、分裂して多くのカアプと呼ばれかねない状態であったが、（分裂は避け

られ）一つのカアプ族となったのである8)。

14-私は彼らに代わって、クライシュ族の男への血伯として、ラクダを迎んで支払った。

不正と詐欺は私の欲するところではない9)0 

15- 私は、集団の間で果たすべき義務が生じて問題になるときには、あとに続く ＇賢者ら

が私を見習うように彼らに訓練を施した 10)。

16ー私はこのような行いではクダーマやスマイルに先んじたが 11）、 この両名は同じよう

な行いをするように呼びかけられたら 、応じるであろう。

に 私は、頭 1-．の大空が、継ぎ当て用の皮ほどの部分しか見せないような（絡みついた）

困難から、人々を守った。

18-（他の）人々は私と彼ら（私の仲間）を年老いた雌ラクダのように嫌っている。太も

もを約られて、ミルクを搾られるのを菩戒してのことである 12)。

19ーだが、私はrfn_伯を負担するであろう。ガニ一族がそれを支払うであろう 13)。私はそ

の栄光を永遠のものとしてキラープ族に相続させる。

20-たとえ、その行いゆえに、私が自蓑したと しても 、当然な ことである。あの朝、私

が為した事はまさに、 」ヒ鵠を得たものであったからである。

5)マラープ (malab)は香料の一種で、サフランに似ている。ここではラクダの汗をさす。

6) bi-hiiの -haは9行に続いている。10行ではラクダに話題が移っており 、11行は10行と人れ替え

るべきである。

7)カアプ (Kaも）はアーミル ・プヌ ・サアサア系の有｝）部族で詩人が加するキラープ (Kilab)の

兄弟部族。カアプにはウカイル ('Uqayl)、クシャイル (Quiliayr)およびジャアダ（Jがda)など

の支族があった。「取り紹うことが出来ない」とは 「カアプn身では解決できず、さじを投げて
いた」の意。

8) ka'b-haの接尾代名加］は、部族の祖先アーミル ・プヌ ・サアサアをさす。詩人の部族キラープは

カアプの兄弟にあたる。キアープ (Ki0ab)とは、この兄弟や注7)で言及した支族（カアプと親

f関係）などを含め、カアプ (kaも）を複数形としたもの。

9)これで見ると、クライシュ族の男を殺しているが、詳細は,fJJfjである。おそらく、その血偵の

仕力をめぐってカアプは内紛を起こしたものと考えられる。

I 0)詩人の通り名 mu'awwidal-1,ukama>「'臼者らの訓練七」はこの1行による。al-l)aqqは「血債の支

払い、客のもてなしなど部族に課せられた義務」のこと。

11)クダーマ (Qudiima)およびスマイル (Sumayr)の両名はともに、パヌー ・サラマ ・アルハイ

Iレ・プヌ ・クシャイル (BaniiSalama alぷJlayrb. Qu辿ayr)の名ヒであった。つまり、カアプの女

族員であった。

12)年といた雌ラクダは、ミルクを出させるために太ももを縛るので、苫1i'11をともなう。つまり、

他の人々は「圧力を加え られるのを警成している」の意。

13)ガニー（辿aniy)はアーミル ・プヌ ・サアサアと同盟していた小部族。これで見ると、血偵は

形式上ガニーが支払うが、実際にラクダを提供するのは、詩人側、すなわちキラープ族で、 22

行にある協力者と考えられる。
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21 — 菫大な事件が彼ら（わが部族）を拉（ひし）ぐとき、私は敢然として立ち上がる 。

弱々しく 、この難局に歩みよることはない。

22- まず、神を讃えまつる。次いで、秤われた家畜や、捕らえられた者たちを解放して

くれた人々に感謝する。

23ー人々の上地に姦が雨を降らせ（草が育て）ば、たとえ彼らが怒っていても 、（我らに

は威勢があり謡に介せず）家畜に草を食べさせる 14)0

24-我らは（そこに放牧させるために）背が甜く 、四肢の長い大型の馬をことごとく送

る。走り疲れた馬の手縦を緩めると、元気を取り戻したよう（に走る）。

25ー馬が両肘で腹帯を押し l二げるように走ると、まるで、秋草のなかにいる野牛が遠く

に猟犬を見つけて逃げるほど、早かった 15)。

14) この行以下は、 22行までとつながりがないので、大蝠な脱浴があるものと思われる。

15)匹 には 「羊、山羊、鹿、野牛」などの意味がある。ここでは、タラファのムアッラカ34行の

例に従い 「野牛」とした。アンタラのムアッラカ59行では、「雌羊（のような乙女）」となってい

る。




